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背景と研究開発の概要 
本研究では，欧州のFP7 ASTRONプロジェクトと協調して、クロストーク分析に
基づく伝送路に最適なマルチキャリアの創出を試みた．特に、創出したマルチキャ
リアについて、非線形シャノンリミットと呼ばれる通信容量限界につながるピーク
対平均電力比(PAPR)の低減効果を確認し、JGN-Xの環境での伝送基礎実験に成功した。 

 
















